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paperbyR.L Metcalfelalwaspublished

underthetit一eofkToxicactionofDipterexand

DDVPtothehousefly〝(J.Econ.Ent.52,41

1959),wheretheyreportedalmostthesame

resultsastheauthorobtainedwhich suppolt

spontaneousconversionofDipterexintoDDVP

undersimilarconditions.
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27･ ニカメイガの卵に寄生 しているR'イムシアカタマゴパテに及ぼす農薬の影響 虫薬の

益虫に及ぼす彫撃について 希1報 鷲塚 靖 ･桑名貞夫◆(掩原良薬研究所 昆虫研究室)34.7.28受理

三ヵメイガの卵とそれに寄生しているズイムシア九タマゴ ･̂チに対すろ7種類の良薬の彫撃を浸拭

法による室内実験によって調べた. 一般r_ニカメイガ卵に対する作用の近い英対はズイムシアカタ

マゴ '̂チに対しても致い作用を示すが,エンド.)ン, I)ンデン, ダイアジノン乳剤はとくにズイム

シアカタマゴバチに放く作用し,PMA 乳剤はニカメイガ卵に放く作用するという結果を得た.

殺虫剤の散布が目的とする苦虫のみならず,その天

敵にも作用し,これが昆虫群柴の生物的均衡を破壊す

る一因となり,害虫の異常発生を生じ,作物の被害を

増加することが知られている)-7). 水田における良薬

の位用がニカメイガの卵に寄生しているズイムシアカ

タマj'バチにどのような形響を及ぼしているかを知る

手がかりとして,室内実験によってこの両者に対する

様々の良薬の殺虫力を比較検討した.A

結果を報告するに先だち御批判および卸助言を周っ

た京都大学良学部昆虫学研究室,内田段丘匝教授,高橋

史樹氏,ならびに掩原良薬研究所昆虫研究室,坪井武

夫,株原質の両氏の各位に深甚な謝意を表する.

実験材料および方法

1958年6月15日静岡県清水市渋川附淀の苗代でニカ

メイガの卵塊を多数採袋し,ズイムシアカタマゴバチ

が寄生していると思われる変色卵の色の泣きを基準に

して,これらを没黒変色卵,黒色変色卵,灰色卵,白

色卵の4段階に区分けし,実験に供した.4段階に区

分けしたニカメイチュクの荘子の発育の程度をその好

化曲線より概許したところ,弧忠変色卵は筋化前2.1

日,崇変色卵は3.6日,灰色卵は4.5日, 白色卵は

6.2日となった. またズイムシアカタマゴバチの発育

程度についてもニカメイチュウで用いたと同じ概算畠

により推定することが出来る.すなわち池魚変色卵は

羽化的3.3日,黒変色卵は5･0日,灰色卵は7.4日,

白色卵は9.0日となった.

用いた薬剤およびその濃度はェチルパラチオン,マ

ラソン,リンデン,DDT, エンドリン,PMA の各

乳剤の 0.025%,0.05% 浴液とダイアジノン乳剤の

0.02125%.0.0425% 水溶攻である.これらの各氾兜

の英牧に1卵塊ずつ30秒間浸漬したのち,折紙で来校

を吸いとり,卵塊周辺部の稲葉をつけたま ,ゝガラス

チューブ (内径 1.5cm 深さ6cm)に入れて締栓を

施し,温度 25〇･土1oC, 関係湿度 70土5% の恒温恒

湿下に放起した.その後,14日間にわたり羽化してく

る卵寄生蜂と卿化してくるニカ/jLイチュウの数を短日

一定時刻に記録した.

薬剤によって発育途中で死亡した卵寄生蜂の数と過

寄生効果によって羽化しなかった卵寄生蜂の数を区別

するため,調査期間後,4% 苛性加里煮沸液を用いて

卵塊をばらばらにし,それぞれの数と卵粒組数とを調

査した.

実 臥 結 果

以上の実験処理によるズイムシアカタマゴバチおよ

びニカメイチュウの死亡率を示したのが節1衣である.

この結果により,ズイムシアカタマゴバチに高い死亡

率を与えたのはェチルパラチオン,エンドリン,リン

デン,ダイアジノンの各乳剤で ,マラソン0.025%

乳剤および DDT乳剤はその作用が比較的少なかっ

T=.まT=,ニカメイチュウに対して比較的つよい殺卵
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Table1.-.TheeffectsofsomeagriculturaldlemicalsontheeggofChitosuppT･eSSdZis
Wa一keranditsparasite,Tn'chogrammajL790121'aLmAshmead.

C1lem andcon°.

inpercent

Parathion 0.05
0.025

Malathion 0.05
0.025

Endrin 0.05
j o.025

Lindane o.05
0.025

DDT 0.05
0.025

PMA ､0.05
0.025

Diazinon 0.0425
0.02125

TotalnoJOfhosteggs
used

Unparasitizede'gg I ParasitiZ:edegg

No_unpara- Percent
sitizedeggs mortality

993 '86.00
582 72.50

408､ 15.93
578 34.77

･二一･740 ､40.13

621 39･.61
'649 69.95
･798. .46.24

632 ･ 30.06
502 24.30

530 78.67
728 67.30

I･577､ ･-1 50.00
ゝ~815 ● 71.77

No.para- Percent
sitiZ;edeggs mortality

521 84.64
. .426 89.90

慧 毘 90.5I

238 93.69I
494 99･.59
I337 100.00
206 100.00

340 , 20.29
407 31.94

524 .44.22
429 45.45

234 92.30
443 77.65
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力を示したものはェテルパラチオンで,リンデン,ダ

イアジノンおよび PMA などの薬剤がこれに次ぐ効

力を示した.なお無処理区のズイムシアカタマゴバチ

およ甲ニカメイチエウの死亡個体はこの突放では蕗見
出来なかった.第1表よりズイム.シアカタマゴバチの

死亡率とニカメイチュウの死亡率との関係を示したの

が第1図である.この図によって薬剤の効力をグルー

プ分けすると,この図の450線より上に位する薬剤は,

ズイムシアカタマゴバチにより強く作用し,下に位す

る薬剤はニカメイチュウにより始く作用するというこ
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Fig.1. Therelationbetweenthemortality
ofChz'losuLやresSalfsWalkerandthatofits
parasite,Tl･ichogrtzmmaJ'at,onicumAshmead.
● :Parathion,令 :Malathion,㊨:Endrin,
0 :Lindane, e :DDT, 0:PMA.,
㊨:Diazinon.
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tlが出来よう.また450繰上に位置するような煎剤の

作用は土カメイチュウとズイムシアカタマゴバチに同

じ程度の効果を示すといえる.したがって,PMA の

ような薬剤はズイムシアカタマゴィヾ戸よりもニカメイ

チュ.クに放く作用するが,一般にニカメイガの殺卵力

が比較的期待出来る薬剤は,ズイムシアカタマゴパテ

に及ぼす彫皆も大きく,この卵寄生蜂をあまり裂きな

いで,ニカメイガの卵のみを多く殺すような薬剤は認

められない.さらにエンドリンやリンデンになるとこ

･カ.メイチュウよりズイムシアカタマゴパチに対する作

用がとくに払いと云い得る.･

第2表はニカメイチュウの広子の発育と殺虫剤に対

する感受性を示した実験結果である.第2表より,肱

子の発育が進むにつれ死亡率が高くなった薬剤はェチ

ルパラチオン, マラソン, エンド11ン, ダイアジノ

ンであり, てれと全く逆の傾向を示す薬剤は PMA

O･025% 乳剤であった.他の薬剤では庄子の発育と殺

虫剤に対する感受性との差は認められなかった.I

,同じようにズイムシアカタマゴバチの発育と薬剤に

対する感受性について示したのが第3表である.ズイ

_Lシアカタマゴバチの発育が進むにつれ高い殺虫力を

示した薬剤は,エチルパラチオンとマラソン0.05%

乳剤であり,これと逆の憤向を示した薬剤はPMAで,
他のものでは発育程度と殺虫剤に対する感受性との問

に関係はみられなかった.なおこの実験ではズイムシ

アカタマゴ′)'チ以外の卵寄生蜂の寄生は発見rlJ.来なか

った.

考 東

員菜の班用が苦虫の天敵としての寄生蜂に及ぼす彫
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Table2.I Morta一ityoftheeggof̀chL'losLLJQTleSSaEf'sWalkeratdifferentstagesofits
embryonicdeve一opmentby50meagriculturalchemica一s. ･

Chem.landcone.

inpercent

ColorofhosteggS*

1)white l 2)gray l3)lightblackish J4)darkblackish
Parathion 0.05

0.025
Malathion 0.05

0.025
Endrin 0.05

0.025
Lindane 0.05

0.025

DDT 0.05
0.025

PMA 0.05
0.025

Diazinon
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券Thecolorofeggsindicatesthedegreeofitsembryonicdevelopm占nt.
]) wJhiteegg:about6.2daysbeforehatching
2)ーgrayegg:about4.5daysbeforehatching

3) lightblackishegg:aboilt3.6daysbeforehatching
4) darkblackishegg:about2.1daysbeforehatching

Table3. MortalityofTrichogTTmmaJJゆOnicumAshmeadatitsdifferent
developmentalstagesbysomeagriculturalchemica一s.

Chem.andcon°.

inpercent

Colorofhosteggs･Y

1)white l 2)gray l 3)lightblackish r4)darkblackish

Parathion 0.05
･0.025

MalatI一ion 0.05
0.025

Endrin 0.05
0.025

Lindane 0.05
0.025

DDT 0.05
0.025

PMA 0.05
0.025

Diaヱinon 0.0425
0.02125
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･:亡Thecolorofl105teggparaSitizedindicatesthedegteeofpreimaginaldevelopmentofI

Tn'chogrammaJaPonicumAshmead.

1) whiteegg:about9.0daysbeforeemergence

2) grayegg:about7.4daysbeforeemergence
3) lightblackishegg:about5.0daysbeforeemergcncc

4) darkblackishegg:about3.3daysbeforeemergence

撃の大きいことは以上の実験結果よりも明らかである ` 後者の場合は比較的彫哲の少いことが知られ七い

那,寄生蜂成虫が垣枝薬剤にふれる場合と寄主の体内 が ･9'･しかし,ここに用いた薬剤においては,DDT,

で発育甲の寄生蜂に薬剤が作用する場合とで差があり, マラソン,申よぴPMAを除いて発育中の寄生蜂に及
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はすBi蟹が大きいことは疑い得ない.DDTのズイム

シアカタマゴバ千に及ぼす彫哲が比較的大きいことは

筒井9)が明らかにした.これは幣者の実験結果と相違

しているがその原因は不明である.

イモチ病の防除に使用される PMA に穀虫性およ

び穀卵性が多少粧待出来ることは興味の深いことであ

る.これは駕塚･桑名10)が行った研究でも明らかであ

り,穀菌剤が殺虫性を持つという郡実は化学的にもさ

らに追求をする必要があろう.

良薬を使用するにあたって卵寄生蜂に及ぼす彫哲を

少なくするために,ニカメイガの究蛾期およびズイム

シアカタマゴバチの発生期を考慮に入れた防除倍勢を

とれば寄生蜂に及ぼす惑影響を回避出来るのではない

かと予想されるが,これは今後の問血として十分検討

を加える必要があろう.また,現在普及を見ている有

梯合成殺虫剤の多くは,人畜,養乱 養蜂および害虫

の天敵に及ぼす彫瞥が大きいため,新しい良薬の研究

の進め方として,これらに無告な選択性殺虫剤の研究

･を重要視する必要があることを強調したい.すなわち,

第1図に示したニカメイチュウの死亡率とズイムシア

カタマゴバチの死亡率の分配直線の方向係数の値が1

より少なくなるとともに,その位置がより右寄りにな

るような薬剤,すなわちズイムシアカタマゴバチには

無告でニカメイチュウに効力のある選択性殺虫剤の発

見が望ましい.本実験は室内試畝の結果によるもので

あるから,軽々の点について今後の枚討が必要である･

要 約

水田における良薬の散布がニカメイガの卵に寄生し

ているズイムシアカタマゴバチにどのような影響を与

えるかを検討するため,エチルパラチオン,マラソン,

ェンド･)ン,I)ンデン,DDT,PMAの各乳剤の

0.05% お よび0.025%液 とダイアジノン乳剤の

0.0425% および 0.02125% 紋とを用いて浸硫法によ

ろ室内実験を行った.

その結果,1) 寄主と寄生蜂の両方に強い殺虫作用

を示した薬剤はエチルパラチオンで,2) 両者に対す

る作用の比較的少なかったのは DDT とマラソンで

あった.また,3) 寄主よりもとくに寄生蜂に放く作 ▲

用した薬剤はItンドt)ン,.)ンデン,ダイアジノンで

あり,4) その道に寄主にとくに強く作用したと思わ

れる■のが PMA であった..5) 寄主の卵の庄子発育

および寄生蜂の発育程度によって作用の異なる薬剤が′

ある.寄生蜂の発育の進むにつれて死亡率の高くなっ

た薬剤はエチルパラチオン′とマラソン乳剤であり,

pMA はこれと逆の憤向を示した.また寄主の荘子発

育の進むにつれて死亡率の高くなったのはエチルパラ

チオン,マラソン,エンドリン,ダイアジノンであり,
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PMA はこれと逆の横向を示した.

寄生蜂にあまり彫哲を与えないで,一寄主 (苦虫)に

のみ作用するような選択性殺虫剤の研究を進めるため

には上述の 4)のような作用をもつ薬剤の発見と,5)

のような苦虫と寄生蜂の感受性の変化を考慮に入れた

散布方法の研究が望ましい.
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Inthepresentreport,thetodceffects-0fsix

kindsofinsecticideandafungicideuponthe

eggofthericestem borer,ChilosufやressalL's

Walker,anditsparasite,TrIchogT･C桝maJaPon-

icumAshmead,Weretestedbydippingmethodin

thelaboTatOry.Theinsecticidesusedwereethyl

parathion,malathion,Iindane,DDT,endrin,

diazinonandPMA (phenylmercuricacetate).

Tlleresultsareasfollows:

1) Thechemicalwhich showedeffectson

bothhost~andparasitewaspaTathion,and2)

thLechemicalswhichshowedlesseffectonboth

insectswereDDTandmalathion.3)Thechemi-

ca一sofwhicIle'ffectwasmuch onparasitite

thanhostwere_endrin,lindane,anddiazinon,

and4)PMAshowedrevers'eeffectoftheformer5.

5)There were some chemicalswllich had

differentactionontlledevelopmentalstagesof

host and parasite.Namely, the insecticidal

actionofPMA decreasedwith theembryonic

development90fhostandparasite,andreverse

resultswereobservedinparathionandmalathion

onhostandparasite,andendrinanddiazinon

onllOSt.Theitems4)and5)mustbetakeninto

considerationforproducingselectiveinsecticide.


